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高性能・省力タイプの最新型 7 種 7 層プラスチック薄膜製造装置テスト装置を 

枚方事業所内のフィルムセンターに新設 

 

ホソカワミクロングループは、現在、世界 11 ヶ国に連結子会社 18 社を展開し、粉体関連事業

（環境関連事業を含む）を中核にプラスチック薄膜関連事業および製菓装置関連事業の三つの

事業を行っておりますが、この内、プラスチック薄膜関連事業は、世界屈指のインフレーションバ

リアフィルム製造装置メーカーでもある当社有力海外子会社ホソカワ アルピネAG.（アウグスブル

グ市、ドイツ）が担い、3 層／5 層／7 層／9 層のプラスチック薄膜製造ラインを展開しております。 

 

この度、日本、アジア、環太平洋諸国を対象に本事業を展開している上記アルピネ社の国内

子会社ホソカワ アルピネ ジャパン株式会社（社長：溝口京龍、大阪府枚方市）は、これまでの 5

種 5 層テスト装置に替えて、親会社アルピネ社が開発した新しい 7 種 7 層プラスチック薄膜製造 

装置（実機ベースのテスト装置）を同社の「フィルムテストセンター」（大阪府枚方市）に設置し、 

拡販に向けて客先テストの受入れを開始いたしました。 

 

近年になって中国、インド、ベトナムなどのアジア諸国は農業社会から工業社会へと急激に変

貌を遂げつつあり、食品や医薬品包装用フィルムなど、優れた機械的強度と光学的特性を併せ

持つ高機能バリア フィルムへの需要が増大しつつあります。 

これまで、これらアジア市場に高性能なプラスチック薄膜製造装置を提供している欧米企業はあ

りませんでしたが、今回の同社テスト設備の新設によって、ホソカワグループの高度な多層プラス

チック薄膜技術・装置の供給が可能になりました。 

 

＜主たる用途＞ 

 ・製品の品質を維持し、保管寿命を延ばす高いバリア性能を必要とする食品（乳製品含む）、化

粧品、医薬品、ペットフード、等。 
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＜システムの特徴＞ 

 ・ 今回のテスト装置は、高い製造能力と安定した品質の多層フィルムが得られるだけでなく、 

現在、主流となっている製造工程における二次工程（溶剤を用いてラミネートを行うことで 

多層化を行う工程）が省けることから、薄膜化が容易で、環境に優しく（VOC 規制対象外）、

CO2 削減にも効果的であり、且つドラスチックなコスト削減にもつながります。 

 (1) インフレ ダイス特有のウエルドライン（膜厚の不均等からできるしわ）が高吐出領域でも 

発生しません。 

 (2) ダイス内各層の材料置換性能が格段に向上し、分解やメンテナンスがほとんど不要です。 

 (3) 最新ソフトを採用し、膜厚およびフィルム幅調整が自動化され、且つ精度が向上しました。 

 (4) 新型冷却装置の冷却能力が飛躍的に向上しました。（従来比、１．３倍～１．5 倍） 

 (5) 新設計による高い混練能力、低樹脂温の押出機を採用しており消費電力が抑えられます。 

 (6) 原料コストの削減 

    ・安定した高品質を保ちながら約 40 ミクロン／7 層の薄膜化が可能で、且つ幅調整のため

のカッティングも不要です。 

 (7) 大きなフレキシビリティ 

    ・多様な樹脂の組合せが可能で、成形フィルムの幅（800mm～1300mm）や厚み（40ミクロン

～150ミクロン）もフレキシブルに行えます。 

 

＜特 許＞ 

 ・ドイツを始め欧米諸国および日本で特許取得または申請中。 

 

＜本テスト機の概要＞ 

 (1) 装置名称   ホソカワ／アルピネ ７種７層プラスチック薄膜製造装置 

（押出機：HX／６５×７） 

 (2) 使用樹脂   各種ポリエチレン、ポリアミド、エチレンビニールアルコール、PET、等 

 (3) 製膜量     ２００ｋｇ～３００ｋｇ／時間 （ダイス口径により変動）  

 (4) ユーティリティ 

    ・モータ容量  定格５４０ｋｗ（稼動時使用電力は約６０％） 

    ・ヒータ容量   定格２２０ｋｗ（稼動時使用電力は約１０％～２０％） 

    ・冷却水   ３～５ｋｇ／cm2 （G）、約７５L／分、２０～２４℃（設計値） 

    ・圧縮空気   ５ｋｇ／ｃｍ2 （G）、５～６NL／分 

 

＜販売価格と販売目標＞ 

・本体一式   約２～３億円  

 

・３ヵ年計画最終年度（2011年度）売上目標 １０億円 （2008年度売上高 約５億円） 

 

以上、お知らせいたします。 
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 （参考写真） 

 

 

 


